
【必ず用意するもの】

□ ビニール袋（1枚は手元に、もう1枚はバケツなどに被せると使いやすい）

□ ペーパータオル（新聞紙なども可）

□ 使い捨てマスク □ 使い捨て手袋

□ 使い捨てガウン（あれば袖付きがよい） □ 目の防護具

□ 希釈した消毒液又は塩素系環境クロス

購入時5～6％濃度の漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）を

500ｍｌペットボトルで使うなら、水500ｍｌに対しキャップ2杯（0.1%希釈）

【あれば用意したいもの】

□ ヘアキャップ □シューズカバー（ビニール袋で代用可）
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１ 物品を準備する
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0.1％濃度消毒液の作り方

ペットボトルのキャップ
2杯（10ml）

500ｍLペットボトルが
一杯になるまで

塩素系漂白剤
（5％濃度）

水

0.1％

・糞便や嘔吐物の汚染があるもの
・便器、蛇口、ドアノブ、手すり、床
・衣類のつけおき
・感染性胃腸炎流行時の消毒（アル
コールでは不十分です）

※日光で分解
されるため、
冷暗所保管
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0.02％濃度消毒液の作り方

ペットボトルのキャップ
半分（2.5ml）

500ｍLペットボトルが
一杯になるまで

塩素系漂白剤
（5％濃度）

水

0.02％

・飛沫が付着した可能性のあるもの
・ドアノブ、手すり、床
・食器等のつけ置き
・日常の清掃

※日光で分解
されるため、
冷暗所保管
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ペーパータオル・新聞紙等
使い捨てエプロン
（水を通さないビニール製）

マスク

ビニール袋
塩素系消毒液

バケツ

マニュアル・フロー

使い捨ての手袋（２組）

セットにしておくと良いです
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引用：厚生労働省「感染性胃腸炎（特にノロウイルス）について」
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吐物をﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙで覆い消毒液をかける
外側から内側に拭き取る
吐物を乾燥させない！

吐物や使用した手袋は、
ビニール袋に入れて縛り
バケツへ

２ 吐物を処理する

6



３ 吐物のあった場所を消毒する

吐物があった場所とその周囲を
ペーパータオルで覆い
消毒液でヒタヒタにする

吐物の
あった場所

吐物の
あった
場所

吐物の周囲
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４ 汚染区域を消毒する

吐物の
あった
場所

汚染区域と清潔区域の境に

ペーパータオルや新聞紙等

で覆い、消毒液を十分に

しみこませる２メートル
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吐物の
あった
場所

ペーパータオルを

中心部に向かって消毒

中央に集めバケツに捨てる

作業者は靴底の消毒して
汚染区域から出る

４ 汚染区域を消毒する
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①手袋
↓
手指消毒
↓

②エプロン
↓
手指消毒
↓

③マスク
↓
手洗い・手指消毒

清潔・不潔の考え方が
大事

（外側は汚染）

脱衣の順番は、着用するものや

汚染の状況により、順番が前後すること
がある。

＊より汚い箇所から外すことを考えると
大体の場面では手から外すことが
適切なことが多い

５ 予防衣を脱ぐ
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①手袋の脱ぎ方

321
手袋の外側（汚染されている面）
に触れないよう注意する。 手袋の外側をつかむ

内側が表になるように裏返し
ながらはずす

4 5
反対側の手袋の内側から
指をいれる

内側が表になるように
裏返しながらはずす

所定の場所へ破棄し、手指消毒

11

6



外側

後ろからエプロンを外す1

2 外側（汚染されている面）に触れないよう注意しながらエプロンを小さくまとめる

②エプロンの脱ぎ方

3 手指消毒を実施する

内側

内側

内側

内側

内側

外
側

ビニールタイプの物は、
結び目を破りながら外
せるとよいです。
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汚染面に触れないよう注意しながら耳ひもからはずす。

２

1

汚染面に触れないよう注意しながら所定の場所に廃棄する。

③マスクの脱ぎ方

３ 手洗い、手指消毒を実施する。
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（参考）１人の患者から広がる集団感染の
よくあるパターン

塩ビ床 裏ゴムカーペット

長い毛カーペット
ループ状
カーペット

1m

2m
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①適切に ②速やかに ③確実に 消毒することが重要

1mの高さでは、
半径約2m範囲

に飛散



中心部 中心部から1mの範囲

処理時

飛び散った吐物
からも感染の
可能性が・・・

手や膝への
汚染

処理時

処理方法によっては
汚染を拡げる
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